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私
は
、
飯
田
の
農
家
に
生
ま

れ
、
14
歳
で
父
を
亡
く
し
、
15

歳
で
別
府
の
高
校
に
行
き
、
農

家
を
継
い
で
ほ
し
い
と
い
う
祖

父
の
願
い
に
反
し
、
大
学
は
東
京

に
、
就
職
は
海
外
勤
務
が
中
心

に
な
る
外
務
省
に
進
ん
だ
。
年

を
経
る
た
び
に
故
郷
か
ら
遠
の

い
て
い
く
結
果
に
な
っ
た
。
が
、
一
時
と
も
故

郷
を
忘
れ
た
こ
と
は
な
い
。
苦
労
し
て
大
学
に

ま
で
行
か
せ
て
く
れ
た
母
親
が
住
む
所
と
い
う

他
に
、
私
の
目
に
焼
き
付
い
た
風
景
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
立
石
と
呼
ば
れ
る
高
台
の
巨
石
が
あ

る
場
所
か
ら
眺
め
る
九
重
連
山
の
風
景
だ
っ
た
。

そ
こ
に
立
つ
と
霊
感
に
似
た
不
思
議
な
感
情
を

も
つ
人
は
今
も
多
い
。
実
は
、
そ
の
巨
石
の
前

に
広
が
る
草
原
か
ら
は
古
代
の
須
恵
器
編
片（
古

墳
時
代
の
初
期
〜
平
安
時
代
）が
発
見
さ
れ
て
い

る
し
、
隣
接
す
る
カ
マ
ザ
コ
遺
跡
か
ら
は
住
居

跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
標
高
１
０
０
０
m
近

い
飯
田
の
一
角
に
古
代
人
が
住
ん
で
い
た
、
そ

ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
九
重
町
民
は
多
く
な

い
だ
ろ
う
。

　

公
職
を
終
え
た
ら
故
郷
に
帰
っ
て
自
然
の
中

で
暮
ら
し
た
い
と
長
年
夢
見
た
こ
と
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
文
化
財
調
査
員
を
拝
命

し
た
こ
と
は
「
ふ
る
さ
と
を
知
る
」
上
で
有
難

い
こ
と
だ
っ
た
。
故
郷
の
歴
史
や
文
物
を
じ
っ

く
り
勉
強
し
、
そ
れ
ら
を
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
重
要
な
任
務

だ
と
思
っ
て
い
る
。
上
述
し
た
古
代
遺
跡
の
よ

う
に
町
民
か
ら
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
文
化
財
が

九
重
町
に
は
た
く
さ
ん
存
在
す
る
。
9
月
に
調

査
し
た
中
で
、
私
が
関
心
を
持
つ
樹
木
の
分
野

で
は
県
指
定
文
化
財
・
天
然
記
念
物
に
該
当
す

る
も
の
は
、白
鳥
神
社
の
ア
ス
ナ
ロ（
田
野
北
方
）、

相
狭
間
の
豊
後
菩
提
樹（
相
狭
間
）が
あ
り
、
菅

原
の
大
カ
ヤ（
菅
原
）は
県
指
定
特
別
保
護
樹
木
、

冨
迫
の
大
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
あ
る
。
カ
ヤ
の
木

は
９
０
１
年
に
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
菅
原
道

真
公
ゆ
か
り
の
木
と
の
伝
説
が
あ
る
が
痛
み
が

激
し
い
。
冨
迫
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は
推
定
樹
齢
約

３
０
０
年
の
古
木
だ
が
上
部
が
枯
れ
始
め
て
い

る
。
根
元
に
多
く
の
若
木
が
生
え
養
分
を
吸
い

取
っ
て
い
る
の
が
一
因
で
あ
り
、
早
急
に
手
を

打
た
な
け
れ
ば
本
体
が
枯
れ
て
い
く
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
の
価
値
は
、
昔
か
ら
引
き
継
い
で

き
た
文
化
や
伝
統
、
そ
し
て
人
々
の
心
を
育
ん

で
き
た
こ
う
し
た
自
然
や
木
々
の
存
在
で
は
な

い
か
と
思
う
。
誰
も
関
心
を
持
た
ず
、
自
分
に

関
係
が
な
い
と
し
て
放
置
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
、
故
郷
を
失
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
。
郷
土
史
教
育
の
中
で
こ
う
し
た
こ
と
を
引

き
継
ぎ
、
町
と
し
て
も
保
護
に
万
全
を
期
す
べ

き
だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
調
査
で
あ
っ
た
。

菅原の大カヤの木

　「あなたの家族の職業は何ですか？」「あなたの家の間取
りはどうなっていますか？」
　これは、全国の大学や専門学校などの学生が採用試験に
際し、応募書類やエントリーシートで記入を求められた違反質
問の一部です。採用選考にあたっては、応募者の人権を尊
重すること、応募者の適性や能力のみを基準として行うこと
が原則です。適性や能力と関係ないことを基準とした採用
選考をすると、就職差別につながるおそれがあります。しか
しながら、応募者の「人となり」と関係ない違反質問が繰り
返されている現実があります。
　九重町では、小学校１年生から中学校３年生まで、「九重
町人権共通教材」を活用した人権教育にとりくんでいます。
目的は、差別者・被差別者とならないため、優れた人権感覚
を養うとともに、あらゆる差別を見逃さない・見過ごさない態
度を養うことです。

「全国高等学校統一用紙」のとりくみについて

人権

No.328

　ここのえ緑陽中学校３年生は、「実際に使われた社用紙」
と「全国高等学校統一用紙（＊１）」を教材に、「自分の
実力や能力と関係ない」、「働くうえで必要ない」などの視
点から、差別につながる質問について考えを深める学習を
行っています。中学３年生は、就職や進学といった進路決
定に向き合う大切な学年です。就職や進学の選考時に、

「聞かれたことに素直に答えなければ不利になるのでは…」
という思いを抱くかもしれません。しかし、ここのえ緑陽中
学校では、差別を見抜き「学校の指導でお答えできません」
と答えられる力・差別を許さない行動力の育成を目標に取
り組んでいます。差別のない社会を実現するためには、
その社会に生きる一人ひとりが真実を見極める社会的な
認識能力を高めることが必要です。子どもも大人も、「能
力や適性以外で不合格となる」ことに対する不当性を理解
し、それを許せないとする価値的思考を高めることで、差
別の解消を目指さなければなりません。
　ふるさと九重町で学び育った子どもたちが、「自分の能
力や人となり」で正当に評価され、社会で活躍する。私た
ちは、そんな世界、日本、九重町をめざし、これからもとり
くみを進めていきます。

（＊１）「全国高等学校統一用紙」
全国各地で頻発した就職差別事件に対する差別撤廃運動
の中から、1973（S48）年に初めて制定されました。部落
差別撤廃の運動とともに制定の歩みが進められたものです。
あらゆる差別の解消に向けたとりくみの一つであり、子ども
たちの明るい未来を保障する大切なものです。（教育振興課）

・
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お知らせ

　ほんの森12月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

新刊・新着図書案内　～年末年始の閉館日は⇧こちらです。図書の返却・貸出しはお早めに～
●児童図書・コミック
ショートケーキ ここが知りたい！　	 文藝春秋企画出版部
恐竜タッグ最強王図鑑　	 實吉達郎、なんばきび
１０才から知っておきたい新しいお金のはなし　	 田内学
１話５分おんどく伝記　４・５・６年生　	 加藤俊徳 
ぬまの１００かいだてのいえ　	 いわいとしお 
ぼくのおじいちゃん　	 カタリーナ・ソブラル、松浦弥太郎・訳
かぐやひめ（ＫＡＧＵＹＡＨＩＭＥ）他英語併記シリーズ絵本１０冊　	大河原健太郎 
３月のライオン１７巻　	 羽海野チカ
深夜食堂 ２６巻　	 安倍夜郎
名探偵コナンハロウィンの花嫁（上・下）	 青山 剛昌
●一般図書
ある閉ざされた雪の山荘で（文庫）　	 東野圭吾
御厩河岸の向こう（文庫）	 宇江佐真理、菊池仁
僕は金になる　（文庫）　	 桂望実
古本食堂（文庫）　	 原田ひ香
別れの季節（文庫）　	 諸田玲子
おつとめ（文庫）	 永井紗耶子、桑原水菜、他
隣のキミであたまがいっぱい。２（文庫）　	 城崎
ほろよい読書（文庫）　	 織守きょうや、他
悪逆　	 黒川博行
７７７（トリプルセブン）　	 伊坂幸太郎 
リカバリー・カバヒコ　	 青山美智子
ハジケテマザレ　	 金原ひとみ
続・窓ぎわのトットちゃん　	 黒柳徹子
あなたの暮らしを教えてください１～４　	 暮しの手帖編集部

「ありがとう」という日本語にありがとう　	 山本孝弘 
ロボット・イン・ザ・システム　	 デボラ・インストール

モヤモヤしている女の子のための読書案内　	 堀越英美
１３歳からの絵本ガイドＹＡのための１００冊　	 金原瑞人
がんばることをやめられない　	 鈴木裕介
１日１篇「人生を成功に導く」３６５人の言葉　	 『ＰＨＰ』編集部・編
中流危機　	 ＮＨＫスペシャル取材班
最強に面白い数学 図形編　	 木村俊一 
１日１杯疲れのおそうじスープ　	 御川安仁
管理栄養士が考えたからだおそうじスープ　	 牧野直子
これだけは知っておきたい！「食品成分表」と「栄養計算」のきほん　渡邊智子 
１週間で絶品干し柿　	 永田勝也 
心と体がととのうまいにち漢方　	 田中友也 
寝る前ストレッチで痛み・コリが消える！　	 柴雅仁
年のせいでやせない…と思っている人のための「やせる食べ方」最終メソッド　
家事は大変って気づきましたか？　	 阿古真理 
ラフに着られる暮らしの服　	 小川美樹
新入社員は７８歳　	 市川慎次郎
図解コーヒー一年生　	 粕谷哲、山田コロ
図解ワイン一年生　	 小久保尊、山田コロ
白崎茶会のはじめての地粉パン　	 白崎裕子
大谷翔平語録　	 斎藤庸裕
評判すぎる文学作品をだいたい１０ページくらいの漫画で読む。	ドリヤス工場

〈問い〉から始めるアート思考　	 吉井仁実 
木村博明の１０万円でできるＤＩＹ庭づくり　	 木村博明
引き裂かれた海　	 吉崎健
英語が身につくひとこと手帳　	 神林サリー
るるぶ東京観光　’24	
何度でも泊まりたい温泉宿２０２４年度版	 その他多数

　閉館中、本の返却は文化センター玄関にある返却BOXにお願いします。
※ DVDは破損するおそれがありますので、お手数ですがセンター内事務室までお願いします。

A，�本にフィルムを貼る作業です。初めは慣れず空気が入ったりしまし
たがやっているうちにできるようになりました。慣れないカウンター
の仕事も皆さんが温かく見守ってくれて嬉しかったです。

A，�大きく変わりました。利用者としてみていた図書館を職員の側から
見ることができ、裏側にはこんな仕事があったのかと思いました。
いつも私たちが気持ちよく利用するために司書の方が働いている
のだなと改めて感じました。

★�館内に岩下さんが選んだ『おすすめの本』2 冊と、その本のおすすめ
文章を展示していますので、ぜひ読んでみてください。

★ �2 日間きびきびと仕事をしていただき大変助かりました。また図書館
に遊びにきて下さいね。

※「テルマエ」とは、古代ローマの共同浴場のことです。

〈年末年始の閉館日〉
12月28日（木）～1月4日（木）まで

▲ 11 月のおはなし会の様子

　１2 月のボランティアグループは「チームそらまめくん」の皆さんでした。
１月は「スター」の皆さんです。（１月13日予定）

●「おはなし会」 毎月第2土曜（10時30分~11時）

今年もご利用ありがとうございました。来年も皆様のご来館をお待ちしています。

Q，�二日間図書館の仕事を経験して特に印象に残った
ことはありますか？

Q，図書館のイメージは変わりましたか？

ここのえ緑陽中学校3 年生岩下真理華さんが
九重町図書館で職場体験をしました。

（10 月26 日・27 日）　大分県立美術館で 11 月 25日～1 月 21日まで「お風呂でつなが
る古代ローマと日本」と題し『テルマエ展』を開催しています。そこ
で図書館でも、古代ローマやお風呂を題材にした図書資料を選び出
し、美術館と図書館のコラボ企画として特別展示を開催しています。
塩野夏生・著『ローマ人の物語』(シリーズ 31 巻 ) などのローマの
歴史に関わる本から『九州の湯治場』『おおいたの温泉の顔』など
の温泉に関する本を展示しています。皆さんもお風呂につかりながら
ローマに想いをはせてみませんか。また、この機会にぜひ大分県立
美術館にも足をお運びください。

　『カレンダー』『スケジュール帳』『家計簿』等 2024 年のものを差し上げます。
（数が少ないのでなくなり次第終了です。）

　本を借りた方全員にキウイフルーツを差し上げます。寒い冬、ビタミンたっぷり
のキウイと本で心と体を元気にしましょう！ こちらは先着500個です。

＜入場料＞●一般 1400 円●高校・大学 1,000 円●中学生以下無料
              詳しい内容は図書館まで。

大分県立美術館の『テルマエ展』とコラボ!!

図書館からの「お年玉」1 月5 日～

＜雑誌の付録をプレゼント！＞

今年もやります！＜キウイのお年玉＞

～11月25 日より展示中～特別
展示

第１弾

第2 弾
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くじゅうの生きもの観察会

　自然学校のフィールド「さとばる」にて、毎月第 4日曜日に生きもの観察会を実施しています。		
木々の葉が落ちた冬はバードウォッチングに最適。自然学校では、ミヤマホオジロなどの冬鳥やゴジュウカラな
どの野鳥が見られます。雪に残る足跡や植物の冬芽など冬ならではの自然を感じてみませんか？		

12月24日（日） 担当：指原
  1月28日（日） 担当：阿部
  2月25日（日）担当：宮本

時　　間：10:30 ～12:00　※雨天中止
集合場所：九重ふるさと自然学校事務所
              （九重町田野 1726-408）
参 加 費：1 名 300 円　※ 3歳以下無料 
※事前申し込み不要
※ 10名以上の団体利用の場合は事前にご相談ください

　現在、火災等が発生した場合に当消防本部の災害案内専用ダイヤルに電話をすると音声で災害発生
状況等を知ることができる災害案内サービスを行っております。
　今回、サービスを提供している業者の機器老朽化に伴い令和 6 年 1 月 1日から問い合わせ番号が変
更となりますのでお知らせいたします。

　災害案内サービスについて、ご不明な点がございましたら当消防本部までお問い合わせください。

こちらこちら
119番119番

問　日田玖珠広域消防組合消防本部　警防課　通信指令室　☎ 0973-24-2204

【変更前】 【変更後】

日田玖珠広域消防組合消防本部から
災害案内サービスについてのお知らせです。

冬に見られる生きものを一部ご紹介！

0973 -72 -5100 0973 -23 -4100➡️

ミヤマホオジロ	 	 	

ゴジュウカラ	 	 	

ノウサギの足跡	 	 	

　コブシの冬芽	 	 	

日程：冬の回
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暮らしの情報　●

　
４
時

　
２
月
10
日
㈯　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
と
こ
ろ　

　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

■
定
　
員　
20
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

■�

内
　
容　
オ
ム
ツ
の
あ
て
方
、
口
腔
ケ

ア
、
移
乗
の
方
法
等

■
受
講
料　
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
　

　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
5
２
‐
６
８
８
８
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
‐
５
5
２
‐
６
８
６
８
）

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談
週
間
　

　
労
働
委
員
会
は
、
労
使
紛
争
を
解
決
す

る
た
め
の
専
門
的
な
行
政
機
関
で
す
。

　
大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、
賃

金
未
払
い
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
電
話
や
来
所
で
の
相
談
を
無
料
で

お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
期
間
以
外
で
も
平
日
（
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
で
随
時
労
働
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
期
　
間

　

２
月
１
日
㈭
～
２
月
７
日
㈬

■
受
付
時
間　

　
【
平
日
】
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
　
　
　
　
来
所
の
受
付
は
午
後
７
時
ま
で

　
【
土
日
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
来
所
の
受
付
は
午
後
４
時
ま
で

　
※�

平
日
夜
間
・
土
日
の
来
所
の
場
合
の
出　
　
　

入
り
口
は
県
庁
舎
本
館
東
側
通
用
口

■
相
談
方
法

　
【
電
話
相
談
】

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０（
専
用
）

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
５
１

　
【
来
所
相
談
】

　

�

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
大
分
県

庁
舎
本
館
３
階
）

　
※�

来
所
相
談
の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１
）

「
民
事
介
入
暴
力
テ
レ
フ
ォ
ン

相
談
日
」開
設

　
暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
や
不
当
な

要
求
等
の
困
り
事
に
つ
い
て
、
暴
力
追
放

相
談
委
員
、
暴
力
団
担
当
警
察
官
が
電
話

に
よ
り
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き　

　

�

２
月
21
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
料
　
金　
無
料

■
相
談
電
話　

　
①�

大
分
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

■��

内
　
容　

　

�

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可　

申
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■�

お
問
い
合
わ
せ　

　

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
0
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■�

と
　
き　

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場（
日
田
市
）

■��

内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関

す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類

の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問

題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

お
知
ら
せ

令
和
５
年
度
介
護
職
再
就
職

支
援
講
習
会

　

　
介
護
の
現
場
を
離
れ
て
ブ
ラ
ン
ク
の
あ

る
方
、
ま
た
は
介
護
の
資
格
を
取
得
し
こ

れ
か
ら
介
護
職
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方

を
対
象
に
、
就
職
に
向
け
て
必
要
な
介
護

の
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

■�

と
　
き

　
1
月
30
日
㈫　
午
前
9
時
30
分
～
正
午

　
２
月
７
日
㈬　
午
前
９
時
30
分
～
午
後

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■�

と
　
き　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■�

お
問
い
合
わ
せ　

交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　

　
1
月
９
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
県
西
部
振
興
局（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部

無
料
相
談
会

■�

と
　
き

１
月
4
日
㈭

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　　

　

九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

▲ＨＰ
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暮らしの情報　●

　
単一障
が
い
学
級　
：
８
名

　
重
複
障
が
い
学
級
：
６
名

　
②
専
攻
科
（
高
校
卒
業
以
上
の
方
）

　

�

保
健
理
療
科
（
あ
ん
ま
マッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
国
家
資
格
を
め
ざ
す
学
科
）：
８
名

　

�

理
療
科
（
あ
ん
ま
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う

師
国
家
資
格
を
め
ざ
す
学
科
）：
８
名

■
出
願
期
間（
書
類
は
盲
学
校
で
配
布
中
）

　
２
月
13
日
㈫
～
２
月
19
日
㈪

■
面
接
・
適
性
検
査
　
２
月
28
日
㈬

■
学
力
検
査
　
３
月
５
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
立
盲
学
校

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
６
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

■
と
き
・
と
こ
ろ

 
①
３
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
試
験
開
始

　
大
分
大
学

②
３
月
10
日
㈰
午
前
10
時
試
験
開
始

　
県
立
日
田
林
工
高
校

　
※
両
日
の
併
願
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

�

両
会
場
、車
の
乗
り
入
れ
は
禁
止
で
す
。   

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
試
験
種
類

　
乙
種
第
４
類
の
み

■
願
書
配
布
場
所

　

�

県
内
各
地
域
消
防
本
部
予
防
課
等
で
12

月
18
日
か
ら
配
布

■
願
書
受
付
期
間　

　
【
電
子
】
１
月
13
日
㈯
～
１
月
22
日
㈪

　
【
書
面
】
１
月
16
日
㈫
～
１
月
25
日
㈭

■
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

�（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７
）

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集（一般
中
期
）

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

■
訓
練
内
容

　

�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知
識
と
応
用
技
術

及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、
会
計
等
の
事

務
処
理

■
定
　
員　
20
人

■
対
象
者　

　

�

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
～
39
歳

の
方
、
離
職
転
職
者
等
、
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

■
訓
練
内
容

　

�

庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を
中
心
に
緑
地

管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、
花
き
園
芸
及

び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等

■
定
　
員　
20
人

■
対
象
者　

　
�

離
職
転
職
者
等
、
新
規
高
等
学
校
卒
業

予
定
者

【
共
通
項
目
】

■
授
業
料

　

�

無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等
の
実
費
が

必
要
）

■
募
集
期
間

　
１
月
17
日
㈬
～
２
月
８
日
（
木
）
ま
で

■
入
校
試
験　
２
月
11
日
（
日
）

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
申
込
方
法　

　

�

各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け
た

の
ち
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

受
講
料
無
料
！
３
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス

　

�

電
気
シ
ス
テ
ム
科

　
も
の
づ
く
り
溶
接
科

■
募
集
期
間

　
12
月
18
日
㈪
～
令
和
６
年
２
月
５
日
㈪

■
訓
練
期
間　

　
３
月
１
日
㈮
～
８
月
30
日
㈮

■
そ
の
他

　
１
月
16
日
㈫
・
30
日
㈫
に
説
明
会
実
施

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７‐５
２
９‐８
６
１
５
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
８－‐
４
７
０
４
）

　
②
大
分
県
警
察
本
部
暴
力
相
談
電
話

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
１
０
）

試
験
・
講
習
会

県
立
聾
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

■
募
集
対
象

・�

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む
ね
60
デ
ジ
ベ

ル
以
上
の
も
の
の
う
ち
、
補
聴
器
等
の
使

用
に
よ
っ
て
も
通
常
の
話
声
を
解
す
る
こ

と
が
不
可
能
ま
た
は
著
し
く
困
難
な
も
の

・�

平
成
30
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
、
大

分
県
内
に
在
住
す
る
者

■
願
書
受
付
期
間

　
１
月
10
日
㈬
～
１
月
31
日
㈬

　
時
間
は
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
入
学
希
望
者
面
接

　

�

２
月
下
旬
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

　
日
時
は
後
日
連
絡

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
立
聾
学
校

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
６
６
６
１
）

盲
学
校
高
等
部
入
学
者
募
集

■
募
集
対
象

　

�

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
（
両
眼
の
矯

正
視
力
が
お
お
む
ね
０・３
未
満
の
方
）

／
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
募
集
学
科

　
①
本
科
普
通
科
（
中
学
校
卒
業
の
方
）

　
大
学
進
学
・
就
職
等
を
め
ざ
し
ま
す
。
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■
募
集
期
間

　
１
月
17
日
㈬
～
２
月
８
日
（
木
）
ま
で

■
入
校
試
験　
２
月
11
日
（
日
）

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
申
込
方
法　

　

�

各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け
た

の
ち
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

受
講
料
無
料
！
３
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス

　

�

電
気
シ
ス
テ
ム
科

　
も
の
づ
く
り
溶
接
科

■
募
集
期
間

　
12
月
18
日
㈪
～
令
和
６
年
２
月
５
日
㈪

■
訓
練
期
間　

　
３
月
１
日
㈮
～
８
月
30
日
㈮

■
そ
の
他

　
１
月
16
日
㈫
・
30
日
㈫
に
説
明
会
実
施

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７‐５
２
９‐８
６
１
５
）

今
月
の
優
秀
句

今
月
の
優
秀
句

　
「
寒
凪
」
は
冬
の
季
語
。
寒
い
冬
に
は
た
と
風
が

止
み
、
波
も
静
か
に
な
り
小
春
の
よ
う
な
雰
囲
気
。

　

野
上
の
石
橋
群
の
ひ
と
つ
妙
見
橋
は
明
治

三
十
一
年
に
造
ら
れ
た
も
の
で
野
上
川
に
か
か
る

石
橋
。

　

中
七
の「
時
の
架
け
橋
」
が
そ
の
歴
史
を
物
語
り

ま
す
。

　

歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
石
橋
の
冬
景
色
も
ま
た

一
段
と
風
情
が
あ
り
ま
す
。

石
橋
は
時
の
架
け
橋
寒
の
凪　

高
倉　

直
人

渋
柿
を
日
に
干
し
た
も
の
を
干
柿
と
い
う
が
、
日
当
た
り
と

風
通
し
が
旨
味
を
左
右
す
る
。
万
年
の
夕
日
が
良
く
似
合
う

と
い
う
思
わ
ぬ
愛
情
表
現
に
脱
帽
で
す
。

干
柿
に
万
年
の
夕
日
の
よ
く
似
合
う

井
上　

則
子

侘
助
は
冬
の
季
語
。
花
は
小
ぶ
り
の
一
重
咲
き
、
椿
よ
り
も

簡
素
で
気
品
が
あ
る
。
下
五
の「
背
を
伸
ば
す
」で
侘
助
へ
の

愛
着
感
を
表
現
し
ま
し
た
。

侘
助
の
高
き
を
眺
め
背
を
伸
ば
す

幸
谷　

恵
子

野
路
菊
は
、
明
治
一
七
年
高
知
の
牧
野
富
太
郎
に
よ
り
発
見

さ
れ
命
名
。
群
生
し
た
白
い
花
は
は
っ
と
す
る
美
し
さ
が
。

遠
回
り
し
た
小
径
で
野
菊
に
出
会
っ
た
作
者
の
感
動
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

野
路
菊
や
遠
回
り
す
る
散
歩
径

日
野
ム
ツ
子

寒
かんなぎ

凪

（
後
記
）「
晦
日
」の
こ
と
を「
つ
ご
も
り
」
と
い
う
の
で「
大
晦
日
」を「
大
つ
ご
も
り
」

と
い
う
。〈
大
晦
日
定
め
な
き
世
の
定
め
哉
〉と
い
う
西
鶴
の
句
が
あ
り
ま
す
。
混
沌
と

し
た
世
に
も
は
や
守
る
べ
き
定（
さ
だ
め
）と
い
う
も
の
は
な
く
な
っ
た
が
、
不
思
議

と
大
晦
日
だ
け
は
律
儀
に
新
年
を
迎
え
よ
う
と
定
め
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
律
儀
に
、
そ
し
て
、よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
二
〇
二
四
年
も
、
ま

た
ご
支
援
を
ご
協
力
伏
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

（
選
者 

こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

信
号
を
待
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
師
走
か
な	

純　

子

冬
暖
か
好
き
な
香
水
す
れ
違
ふ	

八
千
子

坂
登
り
鳩
山
邸
の
冬
薔
薇	

文　

子

ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
流
る
る
暮
の
大
掃
除	

律 

子

賑
わ
い
も
去
り
て
広
が
る
冬
田
か
な	

干 

城

ダ
ブ
ル
布
団
今
や
シ
ン
グ
ル
並
べ
敷
く	

き
く
み

初
冠
雪
小
さ
き
覚
悟
朝
餉
食
ぶ	

香　

澄 

三
年
の
連
用
日
記
師
走
な
る	

左
世
美

干
大
根
老
婆
の
腰
に
似
て
き
た
り	
チ
ズ
子

妻
が
ゐ
て
吾
子
と
の
酒
の
大
晦
日	
豊　

國

寒
晴
れ
や
三
代
の
衣
干
さ
れ
あ
り	
ヨ
ウ
子

空
蝉
に
重
ね
る
わ
が
身
明
日
を
詠
む	

桐　

友

静
け
さ
に
水
面
凍
り
て
鯉
眠
る	

泉 

渓

夕
日
浴
び
穭
田
の
穂
へ
群
雀	

ヤ
ス
コ

福
寿
草
夫
の
励
み
に
半
世
紀	

勝　

子

冬
眠
を
や
め
た
母
子
の
熊
三
頭	

重　

吉

ド
ン
ピ
シ
ャ
と
気
合
を
入
れ
て
冬
支
度	

末
子

来
る
年
の
喜
寿
の
世
界
や
如
何
ば
か
り	

好
美

新
米
を
噛
め
ば
故
郷
現
る
る	

春 

蘭

添
い
寝
し
て
先
の
寝
落
ち
の
湯
婆
か
な	

ト
シ
子

里
芋
を
囲
い
終
わ
り
て
夕
餉
か
な	

ス
エ
ノ

あ
た
た
か
き
雨
も
降
る
な
り
年
の
暮	

良　

子

野
球
狂
ア
レ
に
喚
起
や
秋
暮
る
る	

恒　

巳

子
ど
も
ら
の
歌
で
ス
キ
ッ
プ
ク
リ
ス
マ
ス 	

次　

江

大　
　

賞

準 

大 

賞

準 

大 

賞

入
賞
一
席

入
賞
二
席  

入
賞
三
席

入
賞
四
席

入
賞
五
席

特 

別 

賞

特 

別 

賞

行
く
雲
や
羊
を
追
っ
た
夏
帽
子

草
萌
え
る
羊
の
目
線
エ
ル
サ
レ
ム

昂
れ
る
吾
も
夏
野
の
一
人
な
り

群
羊
動
け
ば
動
く
秋
日
か
な

秋
色
に
溶
け
込
む
ジ
ー
プ
ド
ッ
ク
シ
ョ
ー    

紫
陽
花
の
雨
も
嬉
し
い
牧
場
か
な

イ
ー
ゼ
ル
を
置
い
て
指
枠
秋
の
蝉

馬
の
背
に
重
ね
て
み
る
の
は
春
の
山

息
を
吸
う
春
で
す
春
の
牧
場
で
す

ア
イ
ス
よ
り
馬
が
見
た
い
よ
ね
え
早
く

豊
國
隆
信（
玖
珠
町
）

林　

香
澄（
九
重
町
）

幸
谷
恵
子（
九
重
町
）

赤
峯
友
子（
大
分
市
）

足
立
町
子（
豊
後
高
田
市
）    

竹
尾
友
彦（
九
重
町
）

高
倉
直
人（
九
重
町
）

前
間
優
太（
久
留
米
市
）

園
田
武
子（
大
分
市
）

丘
太
蒼
一（
大
分
市
）

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
四
席

　
二
十
四
席

第
二
回
や
ま
な
み
俳
句
大
賞
決
定

記

歳

時

第
二
回
の「
や
ま
な
み
牧
場
俳
句
大
賞
」が
決
ま
り
、

十
一
月
二
十
三
日
に「
く
じ
ゅ
う
や
ま
な
み
牧
場
」で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
今
回
は
、
春
、
夏
、
秋
の
部
で
三
百
句
を
超
え
る
応
募
の
中
か
ら
三
十
三
句
を
大
賞
候
補
に
絞
り
、
そ
の
中

か
ら
大
賞
を
選
び
ま
し
た
。
二
〇
二
四
年
は
第
三
回
を
迎
え
ま
す
。
次
回
も
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
ま

す
。（
主
催
者
よ
り
）

広報ここのえ　2023.12月号広報ここのえ　2023.12月号1919



　

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

12
月

号
令
和
５
年
12月

17日
発
行（
通
巻
811号

）
発
行
・
九
重
町
役
場
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

〒
879 -4895　

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上８番

地
の１

☎
 0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会
社
佐
伯
コ
ミュニ

ケ
ー
ション

ズ

12
月
・
1
月
の
休
日
当
番
医

<発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　コロナ発熱・受診相談ダイヤル（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 7 3 - 3 0 1 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢　　　
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ
鳥／カッコウ

12月生まれ

小
お だ
田 闘

とう ま
真 さん

（保護者：小
お だ
田拓

たく み
己）

1歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

1月がお誕生日のお子さん
12月２5日（月）

2月がお誕生日のお子さん
1月２6日（金）

応募締切

人 の 動 き
11 月 1 日～ 11 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,536 人 （ - 1 7 ）
男 4,111 人 （ - 8 ）
女 4,425 人 （ - 9 ）

世帯 3,881 （ - 7 ）
（　）は前月からの増減

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

穴
あ な い

井　 咲
さ な

菜 女 達 大 下 旦 四
飯
い い だ

田　 吏
り よ

世 女 祐 三 湯 沢
香
こ う し た

下　 純
じゅん

女 拓 也 横 尾

おめでと
うございます

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

110 交通安全 2023.11月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 4 3 27 30
野 上 1 1 55 56
飯 田 2 4 6 140 146
南山田 1 17 11 73 84

計 3 26 21 295 316

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

赤
あかみね

峰　 政
ま さ お

男 ７４ 上 旦

穴
あ な い

井 ミ
み ち こ

チ コ 103 樫 原

宇
う さ

佐　 貞
さ だ お

夫 ８５ 下 尾 本

小
お ま た

俣　 敦
あつよし

義 ７１ 下 旦 一

佐
さ と う

藤　 久
ひさよし

好 ８８ 猪 牟 田

進
すすむ

　 武
た け い ち ろ う

一 郎 ８５ 川 下 南
竹
たけいし

石 美
み よ こ

代 子 ９０ 相 狭 間

多
た だ

田 フ
フ デ コ

デ コ ９３ 野 倉

冨
と み た

田　 一
かずもと

主 ８７ 中 村 上

藤
ふ じ の

野　 惠
え い こ

香 ８４ 小 垣

進
し ん と う

藤　 順
じ ゅ ん こ

子 ６０ 北恵良一

●

病

院

月 日 医院名 住所 電話番号  ●

歯

科

医

月 日 医院名 市町 電話番号
12 月 17 日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711 12 月 17 日 お おくら 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0222

24 日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 0973-72-6101 24 日 麻 生 歯 科 医 院 右 田 0973-76-2310
29 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 0973-72-0330  29 日 高 木 歯 科 医 院 日田市 0973-22-2317
30 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167 30 日 せ さ き 歯 科 医 院 日田市 0973-23-6481
31 日 高 田 病 院 春日町 0973-72-2135  31 日 井 上 歯 科 医 院 右 田 0973-77-6851

1 月 1 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121  1 月 1 日 荒 木 歯 科 医 院 日田市 0973-52-2022
2 日 荒 木 医 院 森 0973-72-2466  2 日 高 田 歯 科 医 院 日田市 0973-28-7019
3 日 北 山 田 クリニック 北山田 0973-73-2030 3 日 おの歯科クリニック 日田市 0973-22-6118
7 日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 0973-72-2143 7 日 井 上 第２歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-5983
8 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127 8 日 合 原 歯 科 医 院 日田市 0973-22-5305

14 日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 0973-72-7100 14 日 石 井 歯 科 医 院 日田市 0973-24-6886
21 日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 0973-78-8811 21 日 倉 成 歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-0450
28 日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711 28 日 よ し ま さ 歯 科 日田市 0973-23-8148

施設名 休業期間

九重町役場・保健福祉センター １２月２９日～１月３日

隣保館 １２月２９日～１月３日

九重文化センター・図書館 １２月２８日～１月４日

各地区公民館 １２月２９日～１月３日
（事前予約で施設利用は可）

九重“ 夢” 大吊橋 休業なし

九重グリーンパーク泉水キャンプ場 １２月２８日～１月３日

年末年始、主な町営施設の休業期間
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